
第２章 販売員の法令知識 

                  ＨＲＮＯ（    ）氏 名（       ） 

第１節 小売業に関する主な法規  

■１－１ 小売業に関する主な法規  

◇販売員のための法令  

 多くの顧客と接する販売員は、小売業や消費、環境などに関する様々な法令を心得てお

く必要がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇小売業に関する法律・規制  

 小売業の経営や営業、販売については、様々な法律や規制がある。  

 

 

※テキスト P.230 図２-1-1「小売業に関するおもな法規類」を参照  

 

■１－２ 小売業の適性確保に関する法規  

 近年、小売業の経営規模拡大が進み、大規模な小売業と中小企業との経営格差が拡大し

ている。しかし、経済的社会的役割からみれば、中小小売業も重要な地位を占めているた

め、事業活動の機会を適正に確保する必要がある。このような観点からの法規が３つある。  

 

①                （大店立地法） 

②                 （商調法） 

③ 

それでは、テキスト P.231～を参考にまとめていこう。  

 

 

 

▼１（        ）に関する法規 

・事業の許認可に関するもの  

・（                ） 

▼２（        ）に関する法規 

・訪問販売、通信販売  

・（                ） 

・（                ） 

・（                ） ▼３（        ）に関する法規 

・規格および品質表示に関するもの  

・（                ） 

・（                ） 

▼４（         ）に関する法規 

・不等な表示の防止  

・（                ） 

  

＜小売業に関する法規＞  

・（１       ）に関する法規  

・（２       ）に関する法規  

・（３       ）に関する法規  

・（４       ）に関する法規  

＜消費者保護に関する法規＞  

・（             ） 

・（             ） 

※↑法律名を 2 つ記入しよう。  

 

＜環境保護に関する法規＞  

・（              ） 

・（              ） 

・（              ） 

・（              ） 

※↑法律名を４つ記入しよう。 
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(1)              （大店立地法）  

 

届出者  

対象店舗   

基準面積  
 

届出事項  

(新設、変更) 

１．  

２．  

３．  

４．  

５．  

６．  

７．  

８．  

９．  

１０．  

１１．  

１２．  

審査内容  
 

※テキスト P.232 表 2-1-1「大規模小売店舗立地法の主な内容」を参照  

 

(2)                 

 中小小売商業の振興をはかるために制定された法律で、広範な育成施策が盛り込まれて

いる。具体的施策は次の３つが挙げられる。  

①  中 小 小 売 業 者 の 組 合 や 会 社 が 、 ア ー ケ ー ド や 街 路 灯 な ど の 設 置 と い っ た

（        ）を実施しようとする場合に、金融上、税制上の助成を行うことが

できる。  

②  一般中小小売業の経営近代化についても、様々な助成を行うことができる。  

③  （       ←事業者の商号、商標、商品、ノウハウを提供する事業）に加盟する

中小小売業者を保護するため、本部事業者は重要な契約事項をあらかじめ加盟店に書

面で説明する。  

 

(3) その他   

①（         法） 

 地域の商業振興に重要な役割を持つ、商店街の振興をはかるための法律。  

 主な事業は（         ）⇔共同仕入れ、保管、運送、共同登録、チケット・商品券の発行  

      （        ）⇔アーケード、駐車場の設置など  

 2015 年５月より（         ）観点から、組織再編に伴う（         ）

などが導入されている。 
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②（         法） 

 （         ）、消費生活などの状況の変化に対応して、中小市街地における都

市機能の増進及び経済活力の向上を総合的、かつ、一体的に推進するための法律。  

 

■１－３ 事業の許認可に関する法規  

 小売業においては、「営業の自由」が憲法で認められている。  

※P.233-235 参照にまとめよう。  

業  種 許認可等  根拠法 主務官公庁  

①薬局の開設・医薬品の販売  許可 医薬品医療機器等法  都道府県知事  

②    

③    

④    

⑤    

⑥    

⑦    

 

■１－４ 販売活動に関する法規  

(1)売買契約などに関する民法の規定 

 （        ）とは、買い手の意思表示と売り手の意思表示が合致した契約であ

り、（                                 ）という

（        ）になる。  

 

 ※P.235 「図 2-1-2 契約(売買契約)の成立」を上手に写そう。 

 

 

①（予  約）↓内容をまとめよう  

 

 

②（        ） 

手付とは…  

 

内金とは…  
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③（委任契約）  

 

 

(2)消費者信用取引 

現代は、カード社会、（       ）とも言われるように、小売店での買物時におい

ても、顧客はクレジットカードなどによる支払いをごく自然に行っている。このように、

（                    ）することを「       」という。  

                           ア．販売信用  

                           イ．（          ） 

 

(3)（         法） 

 （          ）や（          ）を購入する場合など、よく利用

されるのが（          ）であり、多くの百貨店や専門店などで行われている。  

「（          法）」は、販売信用のうち政令で定められた（        ）・

（       ）・（       ）の（     払い）について、消費者トラブルか

ら消費者を保護するためにルールを定めている。  

 契約の仕組みの違いで次のように３つに分類している。  

 ※【内容】の部分はテキスト P237-240 を参考にまとめよう。  

 ①（          ） 

【内容】  

  

②（          ） 

【内容】  

  

 ③（          ） 

【内容】  
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■１－５ 商品に関する法規  

 (1)商品の安全確保に関する法規 

法 律 名  内   容  

①  

a.名称：  

マーク：  

 

規制対象品目：  

b.名称：  

マーク：  

 

規制対象品目：  

 

c. SG マーク  

マーク：  

 

一般財団法人製品安全協会の認定  

②  

③  

④  

※テキスト P.241-244 を参照にマークについては図を書く。内容についてはテキストをまとめる。  

 

(2)安全な食生活と法制度  

 ①有機食品の検査認証・表示制度  

  曖昧な有機食品が次第に増加してきた状況を受け、食材や食品については公正な情報

の公開や適切な行政指導の必要性が問われ、（     年  月）に有機食品の認定制

度が導入された。  

 「          」（コーデックス委員会）⇔「            」適合 

 

 ②遺伝子組換え食品の表示制度  

  （      ）の低下、輸入食材の増加などを背景として、日常食べる食材や食品

が遺伝子組換え食品なのかどうか、消費者の食品の安全性について不安が広がってい

る。（    年  月）に、遺伝子組換え食品表示制度が「        法」に基

づいてスタート。  

  農作物８作物（                     ）+食品添加物９品目  

 

 ③賞味期限と消費期限  

 賞味期限  消費期限  

定 義   

意 味   

表示方法    

対象となる食品   
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(3)商品の計量に関する法規  

 商品の計量に関しては、「   法」によって、（       ）、（       ）、

（        ）などが規定されている。  

ポイントは、３つ。まとめてみよう。  

① 

② 

検定証印：  

③ 

 

(4)商品の企画および品質表示に関する法規  

  （       ）、（     ）、（      ）の在り方は、市場活動全般の効

率性と公正性を維持するために重要な制度である。  

標準化とは、「                          」を言う。  

  企画の目的は、生産や消費生活の場面で、商品の品質をできるだけ、

（①         ）、（②       ）、提供することである。  

 

①標準品や規格品であることを示すマーク  

※P.247 を参照  

名 称 マーク 概 要 

ＪＩＳマーク    
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②家庭用品の品質表示  

 「            法」に基づき、繊維製品（  品目）、合成樹脂加工品

（   品目）、         （   品目）、        （   品目）

のうち、品質を示す必要性の高いものについては、成分、性能、用途、取り扱い上の注

意を表示。  

 

■１－６ 販売促進に関する法規 

(1)不当景品類の規制  

景品類とは…  

 

※P.249 図 2-1-5「景品規制の概要」を記入  
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 内  容 

①総付（      ）景品  

②（          ）  

③（          ）  

 

(2)不当な表示の防止  

 （        法）における（      ）とは、事業者が顧客を誘引するため

の手段として、（                ）、規格、（         ）、

数量、（              ）、事実と異なったり、実際のものよりも優れてい

る、あるいは有利であると消費者に誤認されるような表示である。  

   違反した事業者は、（        ）または（         ）による指示  

（         ）による立ち入り検査  

 

①商品の品質、規格、その他の

内容についての不当表示 

（            ） 

 

②商品の価格その他取引条件に

ついての不当表示  

（            ） 

 

③（           ）  

 


